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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　レンズの駆動範囲を取得する駆動範囲取得部と、
　前記レンズにより生成された画像における複数の検出領域の各々について前記レンズの
現在位置と前記レンズの合焦位置との間の距離を検出する検出部と、
　前記複数の検出領域の各々において前記合焦位置が前記駆動範囲内であるか否かを前記
検出された距離および前記現在位置に基づいて判断する駆動範囲内領域判断部と、
　前記合焦位置が前記駆動範囲内であるか否かを示す範囲内情報を、合焦動作を開始させ
るための所定の操作が行われるまでの期間内に前記複数の検出領域の各々において表示部
に表示させる表示制御部と
を具備し、
　前記複数の検出領域は、複数の主検出領域と当該複数の主検出領域より多数の複数の副
検出領域とを含み、
　前記表示制御部は、前記合焦位置が前記駆動範囲内であるか否かが判断されてから合焦
動作が開始されるまでの期間内に前記複数の主検出領域と前記複数の副検出領域との各々
において前記範囲内情報を前記表示部に表示させ、前記合焦動作が開始されてから前記レ
ンズにより生成された画像が撮像されるまでの期間内に前記複数の主検出領域を前記表示
部に表示させる
撮像制御装置。
【請求項２】
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　前記表示制御部は、前記合焦位置が前記駆動範囲内であるか否かが判断されてから前記
所定の操作が行われるまでの期間内に前記複数の検出領域の各々において前記範囲内情報
を前記表示部に表示させる
請求項１記載の撮像制御装置。
【請求項３】
　前記表示制御部は、前記所定の操作が行われるまでの期間内と前記所定の操作が行われ
てから前記レンズにより生成された画像が撮像されるまでの期間内とにおいて前記複数の
検出領域の各々について前記範囲内情報を前記表示部に表示させる
請求項１または２記載の撮像制御装置。
【請求項４】
　前記表示制御部は、前記複数の主検出領域と異なるサイズの前記複数の副検出領域を前
記表示部に表示させる
請求項１に記載の撮像制御装置。
【請求項５】
　前記表示制御部は、前記レンズの駆動範囲が初期範囲から変更されている場合には当該
変更された後の駆動範囲を取得し、
　前記表示制御部は、前記取得された駆動範囲を示す領域と前記初期範囲を示す領域とを
前記表示部に表示させる
請求項１乃至４のいずれかに記載の撮像制御装置。
【請求項６】
　前記駆動範囲内領域判断部は、前記駆動範囲の始点または終点の位置と前記現在位置と
の間の距離が前記検出された距離以上であるか否かにより前記合焦位置が前記駆動範囲内
であるか否かを判断する
請求項１乃至５のいずれかに記載の撮像制御装置。
【請求項７】
　前記表示制御部は、前記合焦位置が前記駆動範囲内であることを示す特定の色を前記範
囲内情報として前記表示部に表示させる
請求項１乃至６のいずれかに記載の撮像制御装置。
【請求項８】
　前記複数の検出領域のうち前記合焦位置が前記駆動範囲内であると判断された領域にお
いて検出された前記距離に基づいて前記合焦位置まで前記レンズを駆動する合焦動作を行
う合焦部をさらに具備し、
　前記表示制御部は、前記複数の検出領域の各々において合焦されたか否かを示す合焦情
報を前記表示部にさらに表示させる
請求項１乃至７のいずれかに記載の撮像制御装置。
【請求項９】
　レンズの駆動範囲を取得する駆動範囲取得部と、
　前記レンズにより生成された画像における複数の検出領域の各々について前記レンズの
現在位置と前記レンズの合焦位置との間の距離を検出する検出部と、
　前記複数の検出領域の各々において前記合焦位置が前記駆動範囲内であるか否かを前記
検出された距離および前記現在位置に基づいて判断する駆動範囲内領域判断部と、
　前記合焦位置が前記駆動範囲内であるか否かを示す範囲内情報を、合焦動作を開始させ
るための所定の操作が行われるまでの期間内に前記複数の検出領域の各々において表示部
に表示させる表示制御部と
　前記レンズにより生成された画像を撮像する撮像部と
を具備し、
　前記複数の検出領域は、複数の主検出領域と当該複数の主検出領域より多数の複数の副
検出領域とを含み、
　前記表示制御部は、前記合焦位置が前記駆動範囲内であるか否かが判断されてから合焦
動作が開始されるまでの期間内に前記複数の主検出領域と前記複数の副検出領域との各々
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において前記範囲内情報を前記表示部に表示させ、前記合焦動作が開始されてから前記レ
ンズにより生成された画像が撮像されるまでの期間内に前記複数の主検出領域を前記表示
部に表示させる
撮像装置。
【請求項１０】
　駆動範囲取得部が、レンズの駆動範囲を取得する駆動範囲取得手順と、
　検出部が、前記レンズにより生成された画像における複数の検出領域の各々について前
記レンズの現在位置と前記レンズの合焦位置との間の距離を検出する検出手順と、
　駆動範囲内領域判断部が、前記複数の検出領域の各々において前記合焦位置が前記駆動
範囲内であるか否かを前記検出された距離および前記現在位置に基づいて判断する駆動範
囲内領域判断手順と、
　表示制御部が、前記合焦位置が前記駆動範囲内であるか否かを示す範囲内情報を、合焦
動作を開始させるための所定の操作が行われるまでの期間内に前記複数の検出領域の各々
において表示部に表示させる表示制御手順と
を具備し、
　前記複数の検出領域は、複数の主検出領域と当該複数の主検出領域より多数の複数の副
検出領域とを含み、
　前記表示制御手順において前記表示制御部は、前記合焦位置が前記駆動範囲内であるか
否かが判断されてから合焦動作が開始されるまでの期間内に前記複数の主検出領域と前記
複数の副検出領域との各々において前記範囲内情報を前記表示部に表示させ、前記合焦動
作が開始されてから前記レンズにより生成された画像が撮像されるまでの期間内に前記複
数の主検出領域を前記表示部に表示させる
撮像制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本技術は、撮像制御装置、撮像装置、および、撮像制御方法に関する。詳しくは、ＡＦ
（Auto Focus）機能を備える撮像制御装置、撮像装置、および、撮像制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の撮像装置には、自動的に焦点を合わせる機能、いわゆるＡＦ機能が搭載されるこ
とが多い。このＡＦ機能は、撮像装置が複数のＡＦエリアにおいて焦点のズレ量であるデ
フォーカス量を検出して、そのデフォーカス量に基づいて合焦位置までフォーカスレンズ
を駆動させることにより実現される。ここで、デフォーカス量が大きいと、フォーカスレ
ンズの駆動が完了するまでの時間、いわゆるレリーズタイムラグが長くなってしまう。そ
こで、レリーズタイムラグを短くするために、撮影距離に基づいて、フォーカスレンズの
駆動範囲を制限する撮像装置が提案されている（例えば、特許文献１参照。）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００５－２０２０６４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上述の従来技術では、ＡＦ機能を利用した撮像が困難になるおそれがあ
る。上述の撮像装置は、フォーカスレンズの合焦位置が駆動範囲外であるとＡＦエリアに
合焦不能となるにもかかわらず、その駆動範囲をファインダーなどに表示しない。このた
め、ユーザは、ＡＦエリアが合焦可能なエリアであるか否かを判断することができず、Ａ
Ｆ機能を利用した撮像が困難になるおそれがある。例えば、ＡＦエリアが合焦可能なエリ
アであるか否かを判断することができないと、ユーザは合焦不能なＡＦエリアに被写体を
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重ねて撮像することがあり、その場合には構図を変更して撮像しなおす必要が生じるおそ
れがある。
【０００５】
　本技術はこのような状況に鑑みて生み出されたものであり、ＡＦ機能を利用した撮像を
容易にすることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本技術は、上述の問題点を解消するためになされたものであり、その第１の側面は、レ
ンズの駆動範囲を取得する駆動範囲取得部と、上記レンズにより生成された画像における
複数の検出領域の各々について上記レンズの現在位置と上記レンズの合焦位置との間の距
離を検出する検出部と、上記複数の検出領域の各々において上記合焦位置が上記駆動範囲
内であるか否かを上記検出された距離および上記現在位置に基づいて判断する駆動範囲内
領域判断部と、上記合焦位置が上記駆動範囲内である否かを示す範囲内情報を上記複数の
検出領域の各々において表示部に表示させる表示制御部とを具備する撮像制御装置、およ
び、その制御方法である。これにより、合焦位置が駆動範囲内である否かを示す範囲内情
報が複数の検出領域の各々において表示されるという作用をもたらす。
【０００７】
　また、この第１の側面において、上記表示制御部は、上記合焦位置が上記駆動範囲内で
あるか否かが判断されてから合焦動作が開始されるまでの期間内に上記複数の検出領域の
各々において上記範囲内情報を上記表示部に表示させてもよい。これにより、合焦位置が
上記駆動範囲内であるか否かが判断されてから合焦動作が開始されるまでの期間内に複数
の検出領域の各々において範囲内情報が表示されるという作用をもたらす。
【０００８】
　また、この第１の側面において、上記表示制御部は、上記合焦位置が上記駆動範囲内で
あるか否かが判断されてから上記レンズにより生成された画像が撮像されるまでの期間内
に上記複数の検出領域の各々において上記範囲内情報を上記表示部に表示させてもよい。
これにより、合焦位置が駆動範囲内であるか否かが判断されてからレンズにより生成され
た画像が撮像されるまでの期間内に複数の検出領域の各々において範囲内情報が表示され
るという作用をもたらす。
【０００９】
　また、この第１の側面において、上記複数の検出領域は、複数の主検出領域と当該複数
の主検出領域より多数の複数の副検出領域とを含み、上記表示制御部は、上記合焦位置が
上記駆動範囲内であるか否かが判断されてから合焦動作が開始されるまでの期間内に上記
複数の主検出領域と上記複数の副検出領域との各々において上記範囲内情報を上記表示部
に表示させ、上記合焦動作が開始されてから上記レンズにより生成された画像が撮像され
るまでの期間内に上記複数の主検出領域を上記表示部に表示させてもよい。これにより、
合焦位置が上記駆動範囲内であるか否かが判断されてから合焦動作が開始されるまでの期
間内に複数の主検出領域と複数の副検出領域との各々において範囲内情報が表示され、合
焦動作が開始されてから画像が撮像されるまでの期間内に複数の主検出領域が表示される
という作用をもたらす。
【００１０】
　また、この第１の側面において、上記表示制御部は、上記複数の主検出領域のサイズと
異なるサイズの上記複数の副検出領域を上記表示部に表示させてもよい。これにより、複
数の主検出領域のサイズと異なるサイズの複数の副検出領域が表示されるという作用をも
たらす。
【００１１】
　また、この第１の側面において、上記表示制御部は、上記レンズの駆動範囲が初期範囲
から変更されている場合には当該変更された後の駆動範囲を取得し、上記表示制御部は、
上記取得された駆動範囲を示す領域と上記初期範囲を示す領域とを上記表示部に表示させ
てもよい。これにより、取得された駆動範囲を示す領域と初期範囲を示す領域とが表示さ
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れるとう作用をもたらす。
【００１２】
　また、この第１の側面において、上記駆動範囲内領域判断部は、上記駆動範囲の始点ま
たは終点の位置と上記現在位置との間の距離が上記検出された距離以上であるか否かによ
り上記合焦位置が上記駆動範囲内であるか否かを判断してもよい。これにより、駆動範囲
の始点または終点の位置と現在位置との間の距離が検出された距離以上であるか否かによ
り合焦位置が上記駆動範囲内であるか否かが判断されるという作用をもたらす。
【００１３】
　また、この第１の側面において、上記表示制御部は、上記合焦位置が上記駆動範囲内で
あることを示す特定の色を上記範囲内情報として上記表示部に表示させてもよい。これに
より、合焦位置が駆動範囲内であることを示す特定の色が上記範囲内情報として表示され
るという作用をもたらす。
【００１４】
　また、この第１の側面において、上記複数の検出領域のうち上記合焦位置が上記駆動範
囲内であると判断された領域において検出された上記距離に基づいて上記合焦位置まで上
記レンズを駆動する合焦動作を行う合焦部をさらに具備し、上記表示制御部は、上記複数
の検出領域の各々において合焦されたか否かを示す合焦情報を上記表示部にさらに表示さ
せてもよい。これにより、複数の検出領域の各々において合焦されたか否かを示す合焦情
報が表示されるという作用をもたらす。
【００１５】
　また、本技術の第２の側面は、レンズの駆動範囲を取得する駆動範囲取得部と、上記レ
ンズにより生成された画像における複数の検出領域の各々について上記レンズの現在位置
と上記レンズの合焦位置との間の距離を検出する検出部と、上記複数の検出領域の各々に
おいて上記合焦位置が上記駆動範囲内であるか否かを上記検出された距離および上記現在
位置に基づいて判断する駆動範囲内領域判断部と、上記合焦位置が上記駆動範囲内である
否かを示す範囲内情報を上記複数の検出領域の各々において表示部に表示させる表示制御
部と上記レンズにより生成された画像を撮像する撮像部とを具備する撮像装置である。こ
れにより、合焦位置が駆動範囲内である否かを示す範囲内情報が複数の検出領域の各々に
おいて表示されるという作用をもたらす。
【発明の効果】
【００１６】
　本技術によれば、ＡＦ機能を利用した撮像を容易にすることができるという優れた効果
を奏し得る。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】第１の実施の形態における撮像装置の断面図の一例を示す図である。
【図２】第１の実施の形態における撮像装置の一構成例を示すブロック図である。
【図３】第１の実施の形態におけるカメラ制御部の一構成例を示すブロック図である。
【図４】第１の実施の形態における駆動範囲内エリア判断部の一構成例を示すブロック図
である。
【図５】第１の実施の形態におけるデフォーカス量バッファに保持されるデータの一例を
示す図である。
【図６】第１の実施の形態における合焦部の一構成例を示すブロック図である。
【図７】第１の実施の形態における駆動範囲のバー表示の一例を示す図である。
【図８】第１の実施の形態におけるＡＦエリアの配置の一例を示す図である。
【図９】第１の実施の形態における駆動範囲内エリアのない場合の合焦前の画面の一例を
示す図である。
【図１０】第１の実施の形態における駆動範囲内エリアのある場合の合焦前の画面の一例
を示す図である。
【図１１】第１の実施の形態における合焦後の画面の一例を示す図である。



(6) JP 6007687 B2 2016.10.12

10

20

30

40

50

【図１２】第１の実施の形態における撮像装置の動作の一例を示すフローチャートである
。
【図１３】第１の実施の形態における駆動範囲内エリア判断処理の一例を示すフローチャ
ートである。
【図１４】第１の実施の形態における合焦処理の一例を示すフローチャートである。
【図１５】第１の実施の形態の変形例における合焦後の画面の一例を示す図である。
【図１６】第２の実施の形態における撮像装置の一構成例を示すブロック図である。
【図１７】第２の実施の形態におけるカメラ制御部の一構成例を示すブロック図である。
【図１８】第２の実施の形態における焦点検出部の一構成例を示すブロック図である。
【図１９】第２の実施の形態におけるＡＦエリアの配置の一例を示す図である。
【図２０】第２の実施の形態における駆動範囲内エリアのある場合の合焦前の画面の一例
を示す図である。
【図２１】第２の実施の形態における合焦が開始された直後の画面の一例を示す図である
。
【図２２】第２の実施の形態における合焦後の画面の一例を示す図である。
【図２３】第２の実施の形態における撮像装置の動作の一例を示すフローチャートである
。
【図２４】第２の実施の形態における駆動範囲内エリア判断処理の一例を示すフローチャ
ートである。
【図２５】第２の実施の形態の変形例における合焦が開始された直後の画面の一例を示す
図である。
【図２６】第２の実施の形態の変形例におけるＡＦエリアの配置の一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、本技術を実施するための形態（以下、実施の形態と称する）について説明する。
説明は以下の順序により行う。
　１．第１の実施の形態（専用ＡＦエリアの各々において範囲内情報を表示させる例）
　２．第２の実施の形態（専用ＡＦエリアおよび像面ＡＦエリアの各々において範囲内情
報を表示させる例）
【００１９】
　＜１．第１の実施の形態＞
　［撮像装置の構成例］
　図１は、第１の実施の形態における撮像装置１００の断面図の一例を示す図である。こ
の撮像装置１００は、撮像レンズ１１０、固定ハーフミラー１２０、専用ＡＦモジュール
１３０、撮像素子１４０、シャッターボタン１６１、フォーカスリミッタースイッチ１６
２、十字キー１６３および表示部１７０を備える。
【００２０】
　撮像レンズ１１０は、焦点を調整することができるレンズである。例えば、フォーカス
レンズなどの複数枚のレンズを備えるズームレンズが撮像レンズ１１０として用いられる
。このフォーカスレンズの位置の制御により、焦点が調整される。なお、撮像レンズ１１
０は複数枚のレンズから構成されるが、図１においては、これらのレンズ全体が１つの撮
像レンズ１１０として記載されている。
【００２１】
　固定ハーフミラー１２０は、撮像レンズ１１０からの光の一部を透過して撮像素子１４
０に入射するとともに、残りの一部を反射して専用ＡＦモジュール１３０に入射する半透
過型のミラーである。
【００２２】
　専用ＡＦモジュール１３０は、セパレータレンズなどにより瞳分割された２つの像の位
相差を検出するものである。この専用ＡＦモジュール１３０は、瞳分割された２つの像の
一方を他方に対して、様々な像ズレ量の分、ずらした場合における２つの像の相関度を演
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算する。専用ＡＦモジュール１３０は、その相関度が最も高くなる像ズレ量を位相差とし
て検出する。
【００２３】
　撮像素子１４０は、撮像レンズ１１０および固定ハーフミラー１２０を介して受光した
光量を電位に変換し、画素値として出力するものである。なお、撮像素子１４０は、特許
請求の範囲に記載の撮像部の一例である。
【００２４】
　シャッターボタン１６１は、合焦動作および撮像を開始するために操作されるボタンで
ある。例えば、シャッターボタン１６１は、２段式のボタンであり、半押しにより合焦動
作が開始され、全押しにより撮像が開始される。
【００２５】
　なお、合焦動作および撮像は、シャッターボタン１６１の半押しおよび全押し以外の条
件で開始されてもよい。例えば、シャッターボタン１６１とは別にＡＦボタンが設けられ
、そのＡＦボタンの操作により、合焦動作が開始される構成であってもよい。また、シャ
ッターボタン１６１の全押しにより合焦動作が開始され、合焦完了後に、直ちに撮像が開
始される構成としてもよい。また、セルフタイマーの設定時間の経過後に合焦動作および
撮像が開始される構成であってもよい。
【００２６】
　フォーカスリミッタースイッチ１６２は、フォーカスレンズの駆動範囲を変更するため
に操作されるスイッチである。十字キー１６３は、各種の用途に用いられるキーであり、
例えば、フォーカスレンズの駆動範囲を変更するために操作される。なお、図１において
、フォーカスリミッタースイッチ１６２は、撮像装置１００のレンズ鏡筒に搭載されてい
るが、撮像装置１００の本体に搭載してもよい。
【００２７】
　表示部１７０は、撮像素子１４０により生成された画像を表示するものである。この表
示部１７０は、例えば、電子ビューファインダー（ＥＶＦ：Electric View Finder）を備
え、画像のほか、専用ＡＦエリアを表示する。ここで、専用ＡＦエリアは、フォーカスレ
ンズにより生成された画像において専用ＡＦモジュール１３０により焦点が検出される領
域である。
【００２８】
　図２は、第１の実施の形態における撮像装置１００の一構成例を示すブロック図である
。この撮像装置１００は、撮像レンズ１１０、固定ハーフミラー１２０、専用ＡＦモジュ
ール１３０、撮像素子１４０、画像処理部１５０、操作部１６０、表示部１７０、画像記
録部１８０およびカメラ制御部２００を備える。
【００２９】
　図２における撮像レンズ１１０、固定ハーフミラー１２０、専用ＡＦモジュール１３０
、撮像素子１４０、表示部１７０の構成は、図１に例示した構成と同様である。
【００３０】
　画像処理部１５０は、撮像素子１４０の画素値により生成される画像データに対して、
デモザイク処理やホワイトバランス処理などの画像処理を実行するものである。この画像
処理部１５０は、信号線１４９を介して撮像素子１４０から画素値を受け取り、その画素
値からなる画像データを保持する。そして、画像処理部１５０は、その画像データにデモ
ザイク処理やホワイトバランス処理などの画像処理を必要に応じて実行して、表示部１７
０、画像記録部１８０およびカメラ制御部２００に信号線１５９を介して出力する。
【００３１】
　操作部１６０は、シャッターボタン１６１、フォーカスリミッタースイッチ１６２、お
よび、十字キー１６３などを備え、それらに対するユーザの操作に応じて操作信号を生成
するものである。操作部１６０は、その操作信号をカメラ制御部２００に信号線１６９を
介して供給する。
【００３２】
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　カメラ制御部２００は、撮像装置１００全体を制御するものである。このカメラ制御部
２００は、フォーカスリミッタースイッチ１６２または十字キー１６３の操作による操作
信号から、フォーカスレンズを駆動させることが可能な範囲を駆動範囲として取得する。
カメラ制御部２００は、信号線２０９を介して表示部１７０を制御して、その駆動範囲に
応じた長さのバーをライブビュー画像において表示させる。ここで、ライブビュー画像は
、撮像素子１４０からリアルタイムで出力されたデータにより生成される画像である。
【００３３】
　そして、カメラ制御部２００は、信号線１３９を介して専用ＡＦモジュール１３０から
位相差を受け取り、その位相差とフォーカスレンズの現在位置とに基づいて、フォーカス
レンズの合焦位置が駆動範囲内にあるか否かを判断する。ここで、合焦位置は、フォーカ
スレンズの光軸方向において、ピントの合うフォーカスレンズの位置である。カメラ制御
部２００は、合焦位置が駆動範囲内にあるか否かを判断してから、合焦動作を開始するま
での間において、専用ＡＦエリアごとに、合焦位置が駆動範囲内にあるか否かを示す範囲
内情報を表示部１７０に表示させる。例えば、専用ＡＦエリアの合焦位置が駆動範囲内で
あることを示す特定の色を範囲内情報として、その専用ＡＦエリアにおいて表示させる。
【００３４】
　シャッターボタン１６１の半押しなど合焦を開始するための操作が行われると、カメラ
制御部２００は、合焦位置が駆動範囲内にある専用ＡＦエリアの中から、合焦するエリア
（以下、合焦対象エリア」と称する。）を選択する。例えば、カメラ制御部２００は、ラ
イブビュー画像において顔を認識し、合焦位置が駆動範囲内にある専用ＡＦエリアの中か
ら、顔に重なるエリアを合焦対象エリアとして選択する。カメラ制御部２００は、選択し
た専用ＡＦエリアにおいて、位相差に基づいて、合焦位置にフォーカスレンズを移動させ
ることにより合焦を行う。カメラ制御部２００は、専用ＡＦエリアごとに、合焦が完了し
たか否かを示す合焦情報を表示部１７０に表示させる。例えば、カメラ制御部２００は、
合焦が完了したエリアであることを示す特定の色の枠を合焦情報として、その専用ＡＦエ
リアにおいて表示させる。
【００３５】
　なお、カメラ制御部２００は、範囲内情報および合焦情報として特定の色を表示させて
いるが、色以外の情報を表示させてもよい。例えば、カメラ制御部２００は、点滅させた
枠を範囲内情報または合焦情報として表示させてもよい。
【００３６】
　合焦後に、シャッターボタン１６１の全押しなど、撮像を開始するための操作が行われ
ると、カメラ制御部２００は、記録するための画像データを撮像素子１４０に取得させ、
その画像データを画像記録部１８０に記録させる。
【００３７】
　なお、カメラ制御部２００は、特許請求の範囲に記載の撮像制御装置の一例である。
【００３８】
　［カメラ制御部の構成例］
　図３は、第１の実施の形態におけるカメラ制御部２００の一構成例を示すブロック図で
ある。このカメラ制御部２００は、焦点検出部２１０、駆動範囲取得部２２０、駆動範囲
内エリア判断部２３０、画像認識部２４０、合焦部２５０、表示制御部２６０および撮像
制御部２７０を備える。
【００３９】
　焦点検出部２１０は、専用ＡＦモジュール１３０から位相差を受け取り、その位相差か
らデフォーカス量Ｄｆを検出するものである。ここで、デフォーカス量Ｄｆは、フォーカ
スレンズの現在位置と合焦位置との間の距離であり、例えば、次の式１を使用して位相差
から求められる。焦点検出部２１０は、求めたデフォーカス量Ｄｆを駆動範囲内エリア判
断部２３０に供給する。デフォーカス量Ｄｆの単位は、例えば、ミリメートルである。
【００４０】
　　Ｄｆ＝Ｓ×ｔ－ｓ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　式１
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ここでＳは、位相差であり、ｔは位相差をデフォーカス量に変換するための変換係数であ
る。ｓは、ピッチ、すなわち専用ＡＦモジュール１３０における一対の受光素子群の間の
距離をデフォーカス方向に変換したものである。
【００４１】
　また、デフォーカス量Ｄｆの符号は、フォーカスレンズの現在位置から合焦位置への方
向が至近方向であるか無限遠方向であるかを示す。至近方向および無限遠方向の各々が正
負のいずれにより示されるかは、位相差を検出する際に、一対の受光素子群のいずれを基
準とするかにより決定される。
【００４２】
　なお、焦点検出部２１０は、特許請求の範囲に記載の検出部の一例である。
【００４３】
　駆動範囲取得部２２０は、フォーカスリミッタースイッチ１６２または十字キー１６３
の操作による操作信号から、駆動範囲を取得するものである。この駆動範囲は、具体的に
は、至近側の始点位置から、無限遠側の終点位置までの範囲である。駆動範囲がフォーカ
スリミッタースイッチ１６２などにより、変更されていると、変更後の駆動範囲が取得さ
れる。駆動範囲取得部２２０は、取得した駆動範囲を駆動範囲内エリア判断部２３０およ
び表示制御部２６０に供給する。
【００４４】
　駆動範囲内エリア判断部２３０は、専用ＡＦエリアごとに、合焦位置が駆動範囲内であ
るか否かをデフォーカス量とフォーカスレンズの現在位置とに基づいて判断するものであ
る。合焦位置が駆動範囲内であるか否かを判断する処理は、合焦が開始されるまでの間に
おいて、例えば、ライブビュー画像が取得されるたびに実行される。
【００４５】
　駆動範囲内エリア判断部２３０は、次の式２が成立するか否かにより、合焦位置が駆動
範囲内であるかを専用ＡＦエリアごとに判断する。合焦位置が駆動範囲内であると判断さ
れたエリアは、フォーカスレンズを合焦位置まで駆動することにより合焦可能なエリアで
あり、このエリアを以下、「駆動範囲内エリア」と称する。
【００４６】
　　｜Ｄｆ｜≦｜ＺＰ－ＺＥ｜×Ｌ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　式２
ここで、ＺＰは、フォーカスレンズの現在位置である。例えば、現在位置をフォトインタ
ラプタなどの位置センサにより計測する構成の場合、現在位置の単位として、パルス数が
用いられる。ＺＥは、フォーカスレンズの駆動範囲の始点位置および終点位置のうち合焦
位置への方向と同じ方向にある位置であり、その単位は、位置センサの測定値の単位（例
えば、パルス数）と同一である。Ｌは、位置センサの測定値の単位をデフォーカス量Ｄｆ
の単位に変換するための係数である。
【００４７】
　なお、駆動範囲内エリア判断部２３０は、位相差および位置センサの測定値のそれぞれ
の単位をデフォーカス量Ｄｆの単位に換算しているが、位置センサの測定値を位相差の単
位に変換して合焦位置が駆動範囲内であるか否かを判断してもよい。また、位相差を位置
センサの測定値の単位に換算して合焦位置が駆動範囲内であるか否かを判断してもよい。
【００４８】
　また、ＺＥが至近方向および無限遠方向のいずれの位置であっても、同じ値の変換係数
Ｌを使用しているが、ＺＥが至近方向および無限遠方向のいずれの方向にあるかにより、
異なる値の変換係数を使用してもよい。
【００４９】
　駆動範囲内エリア判断部２３０は、専用ＡＦエリアごとに合焦位置が駆動範囲内である
か否かを示す範囲内情報を生成して合焦部２５０および表示制御部２６０に供給する。ま
た、駆動範囲内エリア判断部２３０は、専用ＡＦエリアごとのデフォーカス量Ｄｆを合焦
部２５０に供給する。なお、駆動範囲内エリア判断部２３０は、特許請求の範囲に記載の
駆動範囲内領域判断部の一例である。
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【００５０】
　画像認識部２４０は、ライブビュー画像において、所定の物体を認識するものである。
例えば、画像認識部２４０は、様々な人物の顔画像データや顔のパーツの特徴を数値化し
たデータなどを記憶したデータベースを参照して、画像における顔を認識する。そして、
画像認識部２４０は、認識結果を合焦部２５０に供給する。
【００５１】
　合焦部２５０は、ＡＦ可能エリアの中から合焦対象エリアを選択して、そのエリアに合
焦するものである。例えば、合焦部２５０は、画像認識部２４０により認識された物体と
重なるＡＦ可能エリアを合焦対象エリアとして選択する。あるいは、合焦部２５０は、駆
動範囲内エリアのうち、ライブビュー画像の中央に最も近いエリアを合焦対象エリアとし
て選択する。合焦部２５０は、選択したエリアのデフォーカス量Ｄｆを駆動範囲内エリア
判断部２３０から受け取り、そのデフォーカス量Ｄｆに基づいて合焦位置までフォーカス
レンズを駆動させることにより合焦を行う。合焦が完了すると、合焦部２５０は、専用Ａ
Ｆエリアごとに合焦が完了したか否かを示す合焦情報を表示制御部２６０に供給し、合焦
が完了したことを通知する合焦完了通知を撮像制御部２７０に供給する。
【００５２】
　なお、合焦部２５０は、顔認識の結果や駆動範囲内エリアの位置から合焦対象エリアを
選択しているが、他の方法により合焦対象エリアを選択してもよい。例えば、合焦部２５
０は、ＡＦ対象エリアのそれぞれで検出されたデフォーカス量Ｄｆの統計量（平均値や最
小値など）を求め、その統計量に最も近いデフォーカス量Ｄｆが検出されたエリアを合焦
対象エリアとして選択してもよい。
【００５３】
　表示制御部２６０は、表示制御信号により表示部１７０を制御して、ライブビュー画像
において、専用ＡＦエリア、駆動範囲、範囲内情報、および、合焦情報を表示部１７０に
表示させるものである。表示制御部２６０は、専用ＡＦエリアの各々を例えば、四角形の
マークで表示させる。また、表示制御部２６０は、駆動範囲については、駆動範囲に応じ
た長さのバーを表示させる。
【００５４】
　範囲内情報が生成されてから合焦が開始されるまでの間においては、表示制御部２６０
は、専用ＡＦエリアの合焦位置が駆動範囲内であることを示す特定の色を範囲内情報とし
て、そのエリアにおいて表示させる。
【００５５】
　合焦が開始されると、表示制御部２６０は、範囲内情報を非表示にする。そして、合焦
が完了すると、表示制御部２６０は、合焦が完了したエリアにおいて、合焦エリアである
ことを示す特定の色を表示させる。
【００５６】
　撮像制御部２７０は、合焦完了通知を受け取り、かつ、撮像を開始するための操作が行
われると、撮像素子１４０を制御して、記録するための画像データを取得させるものであ
る。
【００５７】
　［駆動範囲内エリア判断部の構成例］
　図４は、第１の実施の形態における駆動範囲内エリア判断部２３０の一構成例を示すブ
ロック図である。この駆動範囲内エリア判断部２３０は、駆動範囲内エリア判断回路２３
１およびデフォーカス量バッファ２３２を備える。
【００５８】
　駆動範囲内エリア判断回路２３１は、式２を使用して、合焦位置が駆動範囲内であるか
を専用ＡＦエリアごとに判断するものである。駆動範囲内エリア判断回路２３１は、判断
結果を示す範囲内情報を生成してデフォーカス量バッファ２３２に保持させる。
【００５９】
　デフォーカス量バッファ２３２は、専用ＡＦエリアごとに、デフォーカス量および範囲
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内情報を保持するものである。
【００６０】
　図５は、デフォーカス量バッファ２３２に保持されるデータの一例を示す図である。図
５における「＃Ａ」（Ａは、１以上の整数）は、専用ＡＦエリアを識別するための識別情
報である。デフォーカス量バッファ２３２には、専用ＡＦエリアごとにデフォーカス量お
よび範囲内情報を保持するための領域が設けられている。そして、範囲内情報には、例え
ば、合焦位置が駆動範囲内である場合に「１」の値が設定され、そうでない場合に「０」
の値が設定される。初期状態においては、範囲内情報に「０」の値が設定される。例えば
、専用ＡＦエリア＃１において、「＋１０」のデフォーカス量が検出され、そのエリアに
おいて合焦位置が駆動範囲内であった場合には、専用ＡＦエリア＃１に対応付けて、デフ
ォーカス量「＋１０」および範囲内情報「１」が保持される。
【００６１】
　［合焦部の構成例］
　図６は、第１の実施の形態における合焦部２５０の一構成例を示すブロック図である。
合焦部２５０は、例えば、合焦対象エリア選択部２５１およびフォーカスレンズ制御部２
５２を備える。
【００６２】
　合焦対象エリア選択部２５１は、シャッターボタン１６１の操作などにより合焦が開始
されると、画像認識結果などを使用して、駆動範囲内エリアの中から合焦対象エリアを選
択するものである。合焦対象エリア選択部２５１は、選択した合焦対象エリアを識別する
ための識別情報をフォーカスレンズ制御部２５２に供給する。
【００６３】
　フォーカスレンズ制御部２５２は、合焦対象エリアにおいて検出されたデフォーカス量
Ｄｆを駆動範囲内エリア判断回路２３１から取得して、そのデフォーカス量Ｄｆに基づい
て合焦位置までフォーカスレンズを駆動させるものである。そして、フォーカスレンズ制
御部２５２は、フォーカスレンズを駆動するための制御信号を送信し、その後にフォーカ
スレンズの現在位置を取得して、合焦位置にまで駆動したか否かを判断する。フォーカス
レンズを合焦位置まで駆動したと判断した場合には、フォーカスレンズ制御部２５２は、
合焦終了通知を撮像制御部２７０に供給し、合焦情報を表示制御部２６０に供給する。
【００６４】
　図７は、第１の実施の形態における駆動範囲のバー表示の一例を示す図である。図７に
おけるＺ軸は、フォーカスレンズの光軸に平行な軸である。このＺ軸においてＺＰはフォ
ーカスレンズの現在位置であり、ＺＦはフォーカスレンズの合焦位置である。また、ＺＮ

Ｉは現在位置ＺＰから見て駆動範囲内で最も至近方向にある位置（始点位置）の初期位置
であり、ＺＦＩは現在位置ＺＰから見て最も無限遠方向にある位置（終点位置）の初期位
置である。また、ＺＮＥは現在の始点位置であり、ＺＦＥは現在の終点位置である。始点
位置（ＺＮＩまたはＺＮＥ）から終点位置（ＺＦＩまたはＺＦＥ）までの範囲が、フォー
カスレンズの駆動範囲である。フォーカスレンズの駆動範囲が変更されていない初期状態
においては、始点位置ＺＮＩから終点位置ＺＦＩまでの初期範囲がフォーカスレンズの駆
動範囲として取得される。フォーカスレンズの駆動範囲が、フォーカスレンジリミッター
１６２の操作などにより初期範囲から変更されると、変更後の駆動範囲（例えば、ＺＮＩ

からＺＦＥまでの範囲）が取得される。なお、駆動範囲内において、現在位置から見て最
も至近方向にある位置を始点位置、最も無限遠方向にある位置を終点位置として扱っても
よい。
【００６５】
　また、以下、現在位置ＺＰから始点位置ＺＮＥまでの範囲を、至近側の駆動範囲と称し
、現在位置ＺＰから終点位置ＺＦＥまでの範囲を、無限遠側の駆動範囲と称する。現在位
置ＺＰから合焦位置ＺＦまでの距離は、デフォーカス量Ｄｆに該当する。
【００６６】
　至近側および無限遠側のそれぞれの駆動範囲のうち、合焦位置ＺＦがある側の駆動範囲
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の広さがデフォーカス量Ｄｆ以上である場合、その駆動範囲内に合焦位置ＺＦが位置する
。撮像装置１００は、駆動範囲内に合焦位置ＺＦが位置する専用ＡＦエリアについて、合
焦可能であると判断する。ここで、合焦位置が、至近側および無限遠側のそれぞれの駆動
範囲のいずれにあるのかは、デフォーカス量の符号により判断される。
【００６７】
　ライブビュー画像においては、始点位置ＺＮＥから終点位置ＺＦＥまでの駆動範囲を示
す領域が表示される。例えば、駆動範囲の長さに比例した長さのバー６０３が表示される
。また、バー６０３において、現在位置ＺＰに対応する位置に三角形の現在位置表示６０
１が表示される。また、駆動範囲の初期範囲を示す領域も表示される。例えば、初期範囲
に比例した長さのバー６０２が表示される。なお、バー６０２、６０３および現在位置表
示６０１のそれぞれの形状は任意である。
【００６８】
　このように、初期の駆動範囲と現在の駆動範囲とをバー６０２および６０３で表示する
ことにより、ユーザは、初期の駆動範囲と比較して、現在の駆動範囲がどの程度変更され
ているかを視覚的に把握することができる。
【００６９】
　図８は、第１の実施の形態における専用ＡＦエリアの配置の一例を示す図である。ライ
ブビュー画像５０１における「□」のマークは、専用ＡＦエリア７０１を示す。図８に例
示するように、複数の専用ＡＦエリア７０１が、ライブビュー画像５０１の中央付近に配
置される。
【００７０】
　図９は、第１の実施の形態における駆動範囲内エリアのない場合の合焦前の画面の一例
を示す図である。比較的短いバー６０５に示すように、駆動範囲が狭く設定されると、い
ずれの専用ＡＦエリア７０１においても、合焦位置が駆動範囲外に位置する場合がある。
この場合には、専用ＡＦエリア７０１のみが表示され、合焦位置が駆動範囲内であること
を示す範囲内情報が表示されない。
【００７１】
　図１０は、第１の実施の形態における駆動範囲内エリアのある場合の合焦前の画面の一
例を示す図である。比較的長いバー６０３に示すように、駆動範囲が広く設定されると、
専用ＡＦエリア７０１において合焦位置が駆動範囲内に位置する場合がある。例えば、ラ
イブビュー画像５０１において、被写体８０１は、背景と比較して至近側に近い位置にい
る。このため、この被写体８０１と重なる専用ＡＦエリア７０１のそれぞれの合焦位置が
至近側に近くなって駆動範囲内に位置し、駆動範囲内エリア７０２と判断される。これら
の駆動範囲内エリア７０２において、合焦位置が駆動範囲内であることを示す特定の色（
範囲内情報）が表示される。
【００７２】
　このように、駆動範囲内エリア７０２において範囲内情報が表示されるため、ユーザは
、専用ＡＦエリア７０１が合焦可能であるか否かを視覚的に判断することができる。した
がって、ＡＦ機能を利用した撮像が容易になる。
【００７３】
　図１１は、第１の実施の形態における合焦後の画面の一例を示す図である。シャッター
ボタン１６１の半押しなどにより合焦が開始されると、合焦位置が駆動範囲内であること
を示す特定の色（範囲内情報）が表示されなくなる。そして、被写体８０１の顔と重なる
専用ＡＦエリア７０１において合焦され、その合焦エリア７０３において、合焦が完了し
たことを示す特定の色の枠（合焦情報）が表示される。
【００７４】
　［撮像装置の動作例］
　図１２は、撮像装置１００の動作の一例を示すフローチャートである。この動作は、例
えば、撮像装置１００に電源が投入されたときに開始する。
【００７５】
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　撮像装置１００は、操作信号からレンズの駆動範囲を取得する（ステップＳ９０１）。
撮像装置１００は、専用ＡＦモジュール１３０により検出された位相差を、式１を使用し
てデフォーカス量Ｄｆに変換する（ステップＳ９０２）。撮像装置１００は、専用ＡＦエ
リアが駆動範囲内エリアであるか否かを判断するための駆動範囲内エリア判断処理を実行
する（ステップＳ９２０）。そして、撮像装置１００は、ライブビュー画像において、専
用ＡＦエリア毎に範囲内情報を表示する（ステップＳ９０４）。撮像装置１００は、シャ
ッターボタン１６１が半押しされたか否かを判断する（ステップＳ９０５）。シャッター
ボタン１６１が半押しされていなければ（ステップＳ９０５：Ｎｏ）、撮像装置１００は
、ステップＳ９０２に戻る。
【００７６】
　シャッターボタン１６１が半押しされたのであれば（ステップＳ９０５：Ｙｅｓ）、撮
像装置１００は、範囲内情報を非表示にする（ステップＳ９０６）。そして、撮像装置１
００は、再度、駆動範囲内エリア判断処理を実行し（ステップＳ９２０）、合焦を行うた
めの合焦処理を実行する（ステップＳ９４０）。撮像装置１００は、合焦が完了した専用
ＡＦエリアにおいて、合焦エリアであることを示す特定の色の枠を合焦情報として表示さ
せる（ステップＳ９０８）。撮像装置１００は、シャッターボタン１６１が全押しされた
か否かを判断する（ステップＳ９０９）。シャッターボタン１６１が全押しされていなけ
れば（ステップＳ９０９：Ｎｏ）、撮像装置１００は、ステップＳ９０６に戻る。
【００７７】
　ここで、シャッターボタン１６１の半押し後に合焦エリア判断処理を実行するのは、シ
ャッターボタン１６１が全押しされるまでの間に被写体が移動して、駆動範囲内エリアが
変更されることがあるためである。
【００７８】
　シャッターボタン１６１が全押しされた場合には（ステップＳ９０９：Ｙｅｓ）、撮像
装置１００は、画像データを記録する処理、すなわち画像の撮像を実行する（ステップＳ
９１０）。
【００７９】
　なお、図１２では、シャッターボタン１６１が全押しされると、画像を撮像する構成と
しているが、合焦処理の終了後に、シャッターボタン１６１の全押しを待たずに直ちに画
像を撮像する構成としてもよい。この場合には、シャッターボタン１６１の半押し後に合
焦エリア判断処理を実行する必要がなくなり、撮像装置１００は、ステップＳ９２０を実
行しない。
【００８０】
　図１３は、第１の実施の形態における駆動範囲内エリア判断処理の一例を示すフローチ
ャートである。撮像装置１００における駆動範囲内エリア判断部２３０は、現在位置ＺＰ

から終点位置ＺＦＥまでの距離を無限遠側の駆動範囲の広さとして算出する（ステップＳ
９２１）。また、駆動範囲内エリア判断部２３０は、現在位置ＺＰから始点位置ＺＮＥま
での距離を至近側の駆動範囲の広さとして算出する（ステップＳ９２２）。
【００８１】
　駆動範囲内エリア判断部２３０は、処理した専用ＡＦエリアの数を示す変数ｉを初期値
（例えば、「０」）にする（ステップＳ９２３）。駆動範囲内エリア判断部２３０は、変
数ｉが専用ＡＦエリアの総数より小さいか否かを判断する（ステップＳ９２４）。
【００８２】
　変数ｉが専用ＡＦエリアの総数未満である場合には（ステップＳ９２４：Ｙｅｓ）、駆
動範囲内エリア判断部２３０は、式２を使用して、ｉ番目の専用ＡＦエリアの合焦位置が
駆動範囲内であるか否かを判断する（ステップＳ９２５）。ｉ番目の専用ＡＦエリアの合
焦位置が駆動範囲内である場合には（ステップＳ９２５：Ｙｅｓ）、駆動範囲内エリア判
断部２３０は、ｉ番目の合焦位置が駆動範囲内であることを示す範囲内情報を生成する（
ステップＳ９２６）。そして、駆動範囲内エリア判断部２３０は、ｉをインクリメントす
る（ステップＳ９２７）。
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【００８３】
　一方、ｉ番目の専用ＡＦエリアの合焦位置が駆動範囲内でない場合（ステップＳ９２５
：Ｎｏ）、またはステップＳ９２７の後、駆動範囲内エリア判断部２３０は、ステップＳ
９２４に戻る。
【００８４】
　変数ｉが専用ＡＦエリアの総数以上である場合には（ステップＳ９２４：Ｎｏ）、駆動
範囲内エリア判断部２３０は、合焦エリア判断処理を終了する。
【００８５】
　図１４は、第１の実施の形態における合焦処理の一例を示すフローチャートである。撮
像装置１００における合焦部２５０は、駆動範囲内エリアの中から、顔認識結果などに基
づいて合焦対象エリアを選択する（ステップＳ９４１）。そして、合焦部２５０は、合焦
対象エリアのデフォーカス量に基づいて、合焦位置にフォーカスレンズを駆動して合焦を
行う（ステップＳ９４２）。ステップＳ９４２の後、合焦部２５０は合焦処理を終了する
。
【００８６】
　このように本技術の第１の実施の形態によれば、撮像装置１００は、合焦位置が駆動範
囲内であるか否かをデフォーカス量に基づいて専用ＡＦエリアごとに判断して、範囲内情
報を表示させることができる。これにより、ユーザは、専用ＡＦエリアが合焦可能である
か否かを判断することができるため、ＡＦ機能を利用した撮像が容易となる。
【００８７】
　なお、撮像装置１００は、合焦が開始されると、範囲内情報を非表示にしているが、図
１５に例示するように、合焦動作が開始されてから撮像が完了するまでの間においても範
囲内情報を表示させてもよい。これにより、ユーザは、合焦開始後においても駆動範囲内
エリア７０２を視覚的に把握することができるため、次の撮像が容易になる。
【００８８】
　＜２．第２の実施の形態＞
　［撮像装置の構成例］
　図１６は、第２の実施の形態における撮像装置１００の断面図の一例を示す図である。
第１の実施の形態においては、撮像装置１００は、撮像素子１４０の外部の専用ＡＦモジ
ュール１３０により位相差を検出していた。しかし、撮像装置１００は、撮像素子１４０
において位相差を検出するための画素（以下、「像面位相差画素」と称する。）をさらに
設けて、像面位相差画素において位相差を検出してもよい。第２の実施の形態の撮像装置
１００は、専用ＡＦモジュールのみならず、像面位相差画素においても位相差を検出する
点において第１の実施の形態と異なる。
【００８９】
　第２の実施の形態における撮像装置１００は、撮像素子１４０において複数の像面位相
差画素と複数の通常画素１４２とを備える。これらの像面位相差画素１４１は、専用ＡＦ
モジュールと同様の方式で位相差を検出するための画素である。また、通常画素１４２は
、画像を生成するために用いられる画素であり、光量に応じた電位を画素値として出力す
る。
【００９０】
　［カメラ制御部の構成例］
　図１７は、第２の実施の形態におけるカメラ制御部２００の一構成例を示すブロック図
である。第２の実施の形態のカメラ制御部２００は、像面位相差画素１４１において検出
された位相差から、さらにデフォーカス量を検出する点において第１の実施の形態と異な
る。
【００９１】
　また、第２の実施の形態の駆動範囲内エリア判断部２３０は、専用ＡＦエリアのみなら
ず、像面ＡＦエリアの各々においても範囲内情報を生成する。さらに、第２の実施の形態
の合焦部２５０は、合焦可能な専用ＡＦエリアおよび像面ＡＦエリアの中から、合焦対象
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エリアを選択して合焦を行う。なお、専用ＡＦエリアの方が、一般に位相差の検出精度が
高いため、駆動範囲内エリア判断部２３０は、専用ＡＦエリアを優先して合焦対象エリア
として選択してもよい。
【００９２】
　［焦点検出部の構成例］
　図１８は、第２の実施の形態における焦点検出部２１０の一構成例を示すブロック図で
ある。第２の実施の形態の焦点検出部２１０は、像面ＡＦモジュール焦点検出部２１１お
よび専用ＡＦモジュール焦点検出部２１２を備える。
【００９３】
　像面ＡＦモジュール焦点検出部２１１は、像面位相差画素１４１において位相差を検出
し、その位相差からデフォーカス量Ｄｆを検出するものである。専用ＡＦモジュール焦点
検出部２１２は、専用ＡＦモジュール１３０から位相差を受け取り、その位相差からデフ
ォーカス量Ｄｆを検出するものである。像面ＡＦモジュール焦点検出部２１１および専用
ＡＦモジュール焦点検出部２１２は、検出したデフォーカス量Ｄｆを駆動範囲内エリア判
断部２３０に供給する。
【００９４】
　図１９は、第２の実施の形態におけるＡＦエリアの配置の一例を示す図である。ライブ
ビュー画像５０１における「□」のマークは、ＡＦエリアのうち専用ＡＦエリア７０１を
示す。また、「＋」のマークは、ＡＦエリアのうち、像面位相差画素１４１において位相
差が検出される像面ＡＦエリア７１１を示す。一般に、像面位相差画素１４１は、撮像素
子１４０において比較的自由に配置することができるため、専用ＡＦエリア７０１より多
くの像面ＡＦエリア７１１を配置することができる。
【００９５】
　図２０は、第２の実施の形態における駆動範囲内エリアのある場合の合焦前の画面の一
例を示す図である。被写体８０１と重なる専用ＡＦエリアおよび像面ＡＦエリアのそれぞ
れの合焦位置が駆動範囲内に位置する場合、これらのエリアが駆動範囲内エリア７０２お
よび７１２と判断される。これらの駆動範囲内エリア７０２および７１２において、合焦
位置が駆動範囲内であることを示す特定の色（範囲内情報）が表示される。なお、駆動範
囲内エリア７０２および７１２において、範囲内情報として表示される色は、同じ色でな
くてもよい。
【００９６】
　図２１は、第２の実施の形態における合焦が開始された直後の画面の一例を示す図であ
る。シャッターボタン１６１の半押しなどにより合焦が開始されると、撮像装置１００は
、範囲内情報および像面ＡＦエリアを非表示にする。前述したように像面ＡＦエリアは、
専用ＡＦエリアよりも数が多いため、表示したままにすると画面がみづらくなるためであ
る。なお、画面がみづらくならないのであれば、撮像装置１００は、シャッターボタン１
６１の半押し後においても、像面ＡＦエリアを表示しつづけてもよい。
【００９７】
　図２２は、第２の実施の形態における合焦後の画面の一例を示す図である。シャッター
ボタン１６１の半押しなどにより合焦が開始されると、像面ＡＦエリアのうち合焦エリア
７１３がさらに表示され、その合焦エリア７１３において、合焦が完了したことを示す特
定の色の枠（合焦情報）が表示される。また、専用ＡＦエリアのうち合焦エリア７０３に
おいて、合焦が完了したことを示す特定の色の枠（合焦情報）が表示される。
【００９８】
　図２３は、第２の実施の形態における撮像装置１００の動作の一例を示すフローチャー
トである。第２の実施の形態の撮像装置１００の動作は、ステップＳ９０３およびＳ９０
７をさらに実行する点において第１の実施の形態と異なる。
【００９９】
　撮像装置１００は、専用ＡＦモジュール１３０により検出された位相差をデフォーカス
量Ｄｆに変換し（ステップＳ９０２）、像面位相差画素１４１において検出された位相差
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をさらにデフォーカス量Ｄｆに変換する（ステップＳ９０３）。また、合焦が開始された
のであれば（ステップＳ９０５：Ｙｅｓ）、撮像装置１００は、範囲内情報を非表示にし
（ステップＳ９０６）、さらに像面ＡＦエリアを非表示にする（ステップＳ９０７）。
【０１００】
　図２４は、第２の実施の形態における駆動範囲内エリア判断処理の一例を示すフローチ
ャートである。第２の実施の形態の駆動範囲内エリア判断処理は、ステップＳ９３１乃至
Ｓ９３５をさらに実行する点において第１の実施の形態と異なる。
【０１０１】
　変数ｉが専用ＡＦエリアの総数以上である場合には（ステップＳ９２４：Ｎｏ）、駆動
範囲内エリア判断部２３０は、処理した像面ＡＦエリアの数を示す変数ｊを初期値（例え
ば、「０」）にする（ステップＳ９３１）。駆動範囲内エリア判断部２３０は、変数ｊが
像面ＡＦエリアの総数より小さいか否かを判断する（ステップＳ９３２）。
【０１０２】
　変数ｊが専用ＡＦエリアの総数未満である場合には（ステップＳ９３２：Ｙｅｓ）、駆
動範囲内エリア判断部２３０は、式２を使用して、ｊ番目の像面ＡＦエリアの合焦位置が
駆動範囲内であるか否かを判断する（ステップＳ９３３）。ｊ番目の像面ＡＦエリアの合
焦位置が駆動範囲内である場合には（ステップＳ９３３：Ｙｅｓ）、駆動範囲内エリア判
断部２３０は、ｊ番目の合焦位置が駆動範囲内であることを示す範囲内情報を生成する（
ステップＳ９３４）。そして、駆動範囲内エリア判断部２３０は、ｊをインクリメントす
る（ステップＳ９３５）。
【０１０３】
　一方、ｊ番目のＡＦエリアの合焦位置が駆動範囲内でない場合（ステップＳ９３３：Ｎ
ｏ）、またはステップＳ９３５の後、駆動範囲内エリア判断部２３０は、ステップＳ９３
２に戻る。
【０１０４】
　変数ｊが像面ＡＦエリアの総数以上である場合には（ステップＳ９３２：Ｎｏ）、駆動
範囲内エリア判断部２３０は、駆動範囲内エリア判断処理を終了する。
【０１０５】
　このように、第２の実施の形態によれば、合焦位置が駆動範囲内であるか否かを専用Ａ
Ｆエリアおよび像面ＡＦエリアのそれぞれにおいて判断して、範囲内情報を表示させるこ
とができる。これにより、ユーザは、専用ＡＦエリアに加えて、専用ＡＦエリアより一般
に数の多い像面ＡＦエリアについても合焦可能であるか否かを判断することができるため
、ＡＦ機能を利用した撮像がさらに容易となる。
【０１０６】
　なお、撮像装置１００は、合焦が開始されると、専用ＡＦエリアの範囲内情報を非表示
にしているが、図２５に例示するように、合焦動作が開始されてから撮像が完了するまで
の間においても専用ＡＦエリアに範囲内情報を表示させてもよい。これにより、ユーザは
、現在の駆動範囲内エリアを視覚的に把握することができるため、次の撮像が容易になる
。
【０１０７】
　また、撮像装置１００は、像面ＡＦエリア７１１を「＋」のマークで表示しているが、
別のマークで表示してもよい。例えば、図２６に示すように、専用ＡＦエリアより小さい
「□」のマークにより像面ＡＦエリア７１１を表示してもよい。
【０１０８】
　なお、上述の実施の形態は本技術を具現化するための一例を示したものであり、実施の
形態における事項と、特許請求の範囲における発明特定事項とはそれぞれ対応関係を有す
る。同様に、特許請求の範囲における発明特定事項と、これと同一名称を付した本技術の
実施の形態における事項とはそれぞれ対応関係を有する。ただし、本技術は実施の形態に
限定されるものではなく、その要旨を逸脱しない範囲において実施の形態に種々の変形を
施すことにより具現化することができる。
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（１）レンズの駆動範囲を取得する駆動範囲取得部と、
　前記レンズにより生成された画像における複数の検出領域の各々について前記レンズの
現在位置と前記レンズの合焦位置との間の距離を検出する検出部と、
　前記複数の検出領域の各々において前記合焦位置が前記駆動範囲内であるか否かを前記
検出された距離および前記現在位置に基づいて判断する駆動範囲内領域判断部と、
　前記合焦位置が前記駆動範囲内である否かを示す範囲内情報を前記複数の検出領域の各
々において表示部に表示させる表示制御部と
を具備する撮像制御装置。
（２）前記表示制御部は、前記合焦位置が前記駆動範囲内であるか否かが判断されてから
合焦動作が開始されるまでの期間内に前記複数の検出領域の各々において前記範囲内情報
を前記表示部に表示させる
前記（１）記載の撮像制御装置。
（３）前記表示制御部は、前記合焦位置が前記駆動範囲内であるか否かが判断されてから
前記レンズにより生成された画像が撮像されるまでの期間内に前記複数の検出領域の各々
において前記範囲内情報を前記表示部に表示させる
前記（１）または（２）記載の撮像制御装置。
（４）前記複数の検出領域は、複数の主検出領域と当該複数の主検出領域より多数の複数
の副検出領域とを含み、
　前記表示制御部は、前記合焦位置が前記駆動範囲内であるか否かが判断されてから合焦
動作が開始されるまでの期間内に前記複数の主検出領域と前記複数の副検出領域との各々
において前記範囲内情報を前記表示部に表示させ、前記合焦動作が開始されてから前記レ
ンズにより生成された画像が撮像されるまでの期間内に前記複数の主検出領域を前記表示
部に表示させる
前記（１）乃至（３）のいずれかに記載の撮像制御装置。
（５）前記表示制御部は、前記複数の主検出領域と異なるサイズの前記複数の副検出領域
を前記表示部に表示させる
前記（４）に記載の撮像制御装置。
（６）前記表示制御部は、前記レンズの駆動範囲が初期範囲から変更されている場合には
当該変更された後の駆動範囲を取得し、
　前記表示制御部は、前記取得された駆動範囲を示す領域と前記初期範囲を示す領域とを
前記表示部に表示させる
前記（１）乃至（５）のいずれかに記載の撮像制御装置。
（７）前記駆動範囲内領域判断部は、前記駆動範囲の始点または終点の位置と前記現在位
置との間の距離が前記検出された距離以上であるか否かにより前記合焦位置が前記駆動範
囲内であるか否かを判断する
前記（１）乃至（６）のいずれかに記載の撮像制御装置。
（８）前記表示制御部は、前記合焦位置が前記駆動範囲内であることを示す特定の色を前
記範囲内情報として前記表示部に表示させる
前記（１）乃至（７）のいずれかに記載の撮像制御装置。
（９）前記複数の検出領域のうち前記合焦位置が前記駆動範囲内であると判断された領域
において検出された前記距離に基づいて前記合焦位置まで前記レンズを駆動する合焦動作
を行う合焦部をさらに具備し、
　前記表示制御部は、前記複数の検出領域の各々において合焦されたか否かを示す合焦情
報を前記表示部にさらに表示させる
前記（１）乃至（８）のいずれかに記載の撮像制御装置。
（１０）レンズの駆動範囲を取得する駆動範囲取得部と、
　前記レンズにより生成された画像における複数の検出領域の各々について前記レンズの
現在位置と前記レンズの合焦位置との間の距離を検出する検出部と、
　前記複数の検出領域の各々において前記合焦位置が前記駆動範囲内であるか否かを前記
検出された距離および前記現在位置に基づいて判断する駆動範囲内領域判断部と、
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　前記合焦位置が前記駆動範囲内である否かを示す範囲内情報を前記複数の検出領域の各
々において表示部に表示させる表示制御部と
　前記レンズにより生成された画像を撮像する撮像部と
を具備する撮像装置。
（１１）駆動範囲取得部が、レンズの駆動範囲を取得する駆動範囲取得手順と、
　検出部が、前記レンズにより生成された画像における複数の検出領域の各々について前
記レンズの現在位置と前記レンズの合焦位置との間の距離を検出する検出手順と、
　駆動範囲内領域判断部が、前記複数の検出領域の各々において前記合焦位置が前記駆動
範囲内であるか否かを前記検出された距離および前記現在位置に基づいて判断する駆動範
囲内領域判断手順と、
　表示制御部が、前記合焦位置が前記駆動範囲内である否かを示す範囲内情報を前記複数
の検出領域の各々において表示部に表示させる表示制御手順と
を具備する撮像制御方法。
【符号の説明】
【０１０９】
　１００　撮像装置
　１１０　撮像レンズ
　１２０　固定ハーフミラー
　１３０　専用ＡＦモジュール
　１４０　撮像素子
　１４１　像面位相差画素
　１４２　通常画素
　１５０　画像処理部
　１６０　操作部
　１６１　シャッターボタン
　１６２　フォーカスリミッタースイッチ
　１６３　十字キー
　１７０　表示部
　１８０　画像記録部
　２００　カメラ制御部
　２１０　焦点検出部
　２１１　像面ＡＦモジュール焦点検出部
　２１２　専用ＡＦモジュール焦点検出部
　２２０　駆動範囲取得部
　２３０　駆動範囲内エリア判断部
　２３１　駆動範囲内エリア判断回路
　２３２　デフォーカス量バッファ
　２４０　画像認識部
　２５０　合焦部
　２５１　合焦対象エリア選択部
　２５２　フォーカスレンズ制御部
　２６０　表示制御部
　２７０　撮像制御部
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